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研究ノート

武力紛争下の子どもの保護に関する 
安保理決議の焦点

内閣府国際平和協力本部事務局 研究員＊　髙　野　清　美

はじめに

　子どもは知能的、精神的、身体的に発達段階にいることから、大人からの保

護を必要とする社会的に弱い立場にいる。社会構造を破壊する武力紛争（以

下、紛争）下では、その影響を特に受けやすい。国際連合（以下、国連）は、

紛争下での子どもへの権利侵害行為１）の報告件数が2020年までの過去15年間

で25万件以上であったことを発表している２）。

　国連安全保障理事会（以下、安保理）により採択され、紛争の影響を受

ける子どもの保護に取り組むための枠組みを示した「子どもと紛争（以下、

CAAC３））」に関する一連の決議は、紛争下の子どもが直面する悲惨な状況に

目を向け、彼らのニーズを察し、紛争当事者のみならず世界に対しても、国際

法で守られるべき子どもたちの権利に関し警報する役割や彼らに必要な取り組

みを提案する重要な役割を担う。なかでも紛争の影響を受ける地域に暮らす子

どもへの権利侵害の監視・報告の仕組みを求めた決議1612 は大きく注目され

るとともに、子どもの権利や保護を議論する際には CAAC に関する決議を取

り上げ、議論している文献は多い。その一方で、国際の平和と安全の維持の責

任をもつ安保理が採択する決議（文書）は、いわゆる国際社会へのメッセージ

であると解釈できるが、そのメッセージの中で使用される用語がどのように変

化、または保たれてきたのかを分析する議論は紛争下の子どもの保護を推進す
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るためには大変重要であるにもかかわらず進んでいない。その点から、本稿の

目的は、これまでに採択された CAAC に関する12 の決議で子どもへの権利侵

害にかかる議題が指し示す内容を整理し、同議題に関する決議が一貫して注目

し、焦点を絞る内容は果たして何であるかを明らかにし、今後の課題を考察す

ることにある。

　本稿では、まず安保理及びその決議の意義を明らかにし（第一章）、CAAC

に関する決議が採択されるに至るまでの歴史的背景に言及する（第二章）。ま

た、1999年から2018年までに採択された CAAC に関する決議で述べられてい

る子どもへの権利侵害行為に関する内容を概観し、決議内で使用されてきた用

語の意味を検討する。そして、それらをリスト化し、具体的に安保理は紛争下

の子どもにかかる本議題をどのような用語を使用して問題視してきたのかを分

析する（第三章）。最後に、CAAC に関する12 の決議で着目されてきた内容

を考察し、今後の課題を探る（第四章）。

第一章　安保理の機能及び安保理決議の意義

　本稿は、安保理決議の分析を中心とするため、本章では、安保理の機能及び

その決議の意義と役割に関し概説する。

　安保理は、国連憲章に定められた権限と機能を有する政治機関であり、国際

の平和と安全の維持につき主要な責任をもつ（憲章第24条）４）。その主な権限

は、紛争当事者に対し平和的手段による紛争解決の要請（第33条）や、紛争

又は国際摩擦に導く可能性のある事態の調査をすること（第34条）などであ

る５）。そして、決議は、法律や条約などとは性質が異なるが、安保理が下した

結果は国連加盟国に対して拘束力をもつ（第25条）ため、同加盟国に対し、特

定の課題を警告する重要な役割を担う６）。また、決議の構成であるが、前文と

段落数字付きの本文で構成されている。前文では関連決議の想起及び課題とな

る現状、そして本文では各国などに対する要請や決定に関し述べ、決議全体で

安保理が進めてきた政策から教訓を引き出し、今後の方向性を提言することを

目的としている７）。
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　安保理の会議では、人権、文民の保護、女性 /青年・平和・安全保障や子ど

もの保護などを議題としている８）。紛争下の子どもの保護の問題は国際の平和

と安全保障に深く関連しており、安保理の活動を国際的な政策にするために

も、CAAC に関する決議では国連事務総長（以下、事務総長）及び子どもと

武力紛争に関する国連事務総長特別代表（以下、特別代表）、そして事務総長

を通してユニセフなどの他の専門機関と密接に協力して行動するという安保理

の責務を示している９）。

　なお、これまで、主に子ども兵士や紛争下の子どもの置かれた環境を改善

してきた国際的な文書として CAAC に関する決議は注目され、議論されてき

たが、これまでに採択された同議題に関する決議内で使用される用語の意味

を検討し、整理するような議論は未だ手付かずである10）。したがって、本稿は

CAAC に関する決議を通して読み取れる国際社会へのメッセージを周知させ

ることができる。

　紛争の影響を受けた子どもは、身体的、精神的な発達段階に応じて、特別

な保護を受ける権利を国際法や安保理決議などの規範によって与えられてい

る11）。これらの規範は、紛争の影響を受けた子どもを保護し、子どもに対する

侵害を禁止、防止、処罰、および救済することを目的としており12）、紛争状況

において子どもの保護を第一義とする CAAC に関する決議は彼らが直面する

緊急性を世界に訴え続ける大変重要な文書である。

第二章　CAACに関する安保理決議採択までの背景と歴史的経緯

　本章では、CAAC に関する決議が採択されるまでにどのような取り組みが

行われ、関心を集めてきたのかを探る。本章末尾では、関連事項を年表として

提示する。

　1989年、児童の権利に関する条約13）が制定されて以降、紛争下の子どもが

議題の一部であった「子どものための世界サミット」の開催（1990年）、紛争

の被害に遭う子どもの状況に関し議題が挙がった第48回国連総会（1993年）、

紛争が子どもに与える影響を調査するための独立専門家の任命（1994年）な
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ど、国連を中心に「子どもと紛争」という議題は関心を集め、活発に議論され

てきた14）。

　1994年3月、国連総会により採択された決議（以下、国連総会決議）48/157

において、事務総長に対し、紛争が子どもに与える影響及び紛争から子ども

を保護するための方法などを調査する独立専門家の指名が要請され、同年６

月、元モザンビーク教育大臣のグラサ・マシェル（Graça Machel）が任命を

受けた15）。そして、1996年、マシェルにより提出された『武力紛争が子どもに

与える影響』報告書は、紛争に巻き込まれた何百万人もの子どもたちがさら

されている状況の残虐性を明らかにし、紛争下の子どもが直面する問題は国

際的な人権、開発、平和と安全保障の課題においても重要であることを示し、

子どもの保護に緊急の行動を求めるものであった16）。翌1997年２月、国連総会

決議51/77 では、「子どもと武力紛争に関する国連事務総長特別代表17）」の設

置が推奨され、同年8月には元ウガンダ外務大臣のオララ・オトゥヌ（Olara 

Otunnu）が任命を受けた18）。

　以上の背景のもと、1998年、安保理議長声明で初めて「子どもと紛争」が議

題として取り扱われ、1999年、CAAC に関する最初の安保理決議1261 が採択

された19）。

表1　CAACに関する安保理決議が採択されるまでの主な出来事

（出所）参考文献より執筆者作成
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第三章　CAACに関する安保理決議の焦点

　1999年に初めて CAAC に関する決議が採択されて以降、今日までに計12 の

同議題に関する決議が採択されている20）。なお、これまでに採択された決議の

要点を表2に整理した。

表2　CAACに関する主な安保理決議のリスト一覧

（出所）CAAC に関する安保理決議及びボード（2017）をもとに執筆者作成
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　南デンマーク大学の国際関係を専門とするイングヴィルド・ボード

（Ingvild Bode）は、1998年から2014年までに採択された CAAC に関する

決議などを３段階に分けている。事務総長に対する年間報告の提出（決議

1261）、平和維持活動に子どもの保護アドバイザーの設置（決議1314）を要

請する第一段階を「アジェンダ設定及び意識啓発（Agenda-setting and 

awareness-raising）」（決議1261, 1314, 1379, 1460, 1539）、子どもに対す

る権利侵害の監視・報告の仕組み（決議1612）に言及する第二段階を「制度

化（Institutionalization）」（決議1612, 1882, 1998）、そして、“Children 

not Soldiers”キャンペーンの支援（決議2143）を促す第三段階は「強化

（Consolidation）」（決議2068、2143）としている21）。2015年以降、決議2225

（2015）及び2427（2018）が追加で採択されているが、２つの決議においても

SDGs の考えを組み込んだ持続的かつ長期的な支援を焦点に当てていることか

ら、第三段階に含まれると考えられる。

　紛争下での子どもの保護の枠組みについて記述されている12 の決議で一貫

して述べられる議題は子どもへの権利侵害行為、監視と報告、子どもの保護ア

ドバイザーの設置、平和維持、和平合意・和平プロセス・平和構築、武装解

除・動員解除・社会復帰、国際法、子どもの支援などに大別できる。本章では

一般的に議論されやすい子どもへの権利侵害行為に議題を絞り、全決議で使用

される用語の共通項目や追加・修正・削除事項を顕在化することで、更新され

てきた決議の焦点の変化又は一貫性を明らかにする。

　まずは第三章第一節で重大な権利侵害行為に関し概説するとともに、包括的

に用語の変化を把握し、第二節では各侵害行為がどのように言及されてきたの

かを明らかにする。

第一節　6つの重大な権利侵害行為

　2005年2月、事務総長報告 A/59/695-S/2005/72 では、紛争下において子ども

の権利侵害を監視するべきとし、具体的に6 つの権利侵害行為、「子どもの殺

害や傷害行為」、「子ども兵士の採用や利用」、「子どもの拉致 /誘拐」、「子ども

に対する強姦やその他の重大な性的暴力」、「学校や病院への攻撃」、「子どもの
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ための人道的アクセスの妨害 / 拒否」22）を提示した。そして、同年7月採択の

安保理決議1612 では、現地の国連平和維持ミッションや国連カントリーチー

ムに対し、同侵害行為の監視及び事務総長へ報告する義務を求めている23）。

　全決議において国際法に反する子どもへの権利侵害に関し言及しているが、

特に、6 つの権利侵害行為に関しては、9 つの決議の本文冒頭で列記及び強く

非難し、紛争当事者に侵害行為の停止を求めている24）。最初の決議1261第2段

落では、重大な権利侵害として知られる6 つの行為のうち、人道支援のアクセ

スに関する行為を除いた5項目について触れ、決議1539第1段落で初めて全6 つ

の行為について明記し、加えて、人身売買、強制労働、あらゆる形態の奴隷、

虐待についても非難。また、決議1882以降は徴兵並びに「再徴兵」についても

非難し、決議2068以降では、関係当事者に対し、全侵害行為に終止符を打ち、

子どもを保護するための特別措置を求める用語も加えられた25）。

　その他、上記の侵害行為などによる小火器・軽兵器の不法な移動や蓄積、誤

用がもたらす有害な影響について懸念し（決議2225）、また、拉致、徴兵、性

的暴力、不正取引の間のつながり及び紛争下にいる子どもが紛争下の人身売買

やこれらの形態の搾取において特に脆弱となることを認識し、関係する国連シ

ステムや国際機関などに同問題に対し対処するよう求めている（決議2427）26）。

　

第二節　各権利侵害行為の分析

　全体的な子どもへの権利侵害行為の分析に続き、CAAC に関する全12 の決

議中、各行為に関し詳述されている重要箇所について触れたい。なお、表3 に

用語の変遷をまとめている。表中、変化する用語は斜体、そして追加された用

語には＋、削除された用語は－で示している。なお、決議を呼びかける対象者

/機関には下線を引いている。

　6 つの重大な権利侵害行為のなかでも「子ども兵士の採用や利用」にかかる

要請文や懸念の表明文は他の行為と比較して記載段落が最も多いため、特に関

心の高い項目であると考えられるが、近年の記載段落数の増加から「学校や病

院への攻撃」への関心の高まりが理解できる。以下、各侵害行為に関し言及し

ている決議文を取り上げ、概説したい。
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　まず、第一の「子どもの殺害や傷害行為」に関し、決議1882前文で述べられ

た段落文が決議2143前文及び2427第12段落でも継承されている。紛争及び紛争

後の状況下で、子どもが意図的かつ無差別な標的となり、地雷、爆発性戦争残

存物、クラスター弾、過剰な武力行使、人間の盾などとして利用されているこ

とが要因となり死亡及び負傷していることから、全当事者に対し、国際人道法

上の義務を遵守するよう求めている。

　第二の「子ども兵士の採用や利用」、もしくは採用（徴兵）のみに関し、11

の決議（決議2068以外）中35段落分、詳しくは、決議1539、2427 では各7段

落分、その他の決議では1 ～ 4段落分の範囲で、本侵害行為に関し言及してい

る。本議題では、テーマを3点に絞り、それぞれ概説する。①決議1261第13段

落、1460第3段落、1539第6段落の各決議内では、子どもの徴用の終焉を促す段

落があり、決議1261 では各国および国連システムのすべての関連部門に対し

て、決議1460及び1539 では子どもを徴兵又は利用している紛争当事者に対し

て、確実に終焉（end）又は停止（halt）する努力を施すよう求めている。②

決議1314 をはじめとする4つの決議では、地域及び小地域の組織に対し、国境

を越えた徴兵に関し抑制又は撤廃措置をとるよう勧告し、例えば、決議1539第

３段落では事務総長に対し、子どもの徴兵などの不正取引や密売を規制するた

めの措置を提案するよう要請している27）。③決議2143第13段落以降の決議では

子どもの保護の主流化及び子どもの出生登録を促している。具体的には、子ど

もの保護を主流化するため、関係加盟国に対し、治安部門改革 (SSR) を行う

際、軍事訓練や標準作業手順に子どもの保護を盛り込み、関連する文民の子ど

もの保護関係者への引き渡しを含め、国の安全保障部隊に子どもの保護ユニッ

トを設置し、未成年者の徴用を防ぐためのメカニズムの設置及び強化を強く求

めると同時に出生届の遅延を含めた普遍的な出生登録を保証することの重要

性も強調している。さらに注目したい点としては、CAAC に関する決議では、

これまで女児特有のニーズが強調されてきたが、決議2427 では、初めて男児

（boys）という単語が用いられ、女児及び男児双方の特有のニーズが十分に考

慮されるよう訴えられている28）。その他、子どもの徴兵や利用の終焉に関し対

話での解決を希求している点（決議1460第4段落）、教育が子どもの徴兵・再徴
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兵の防止に重要な役割を果たす点（決議1539第9段落及び2427前文）、効果的な

武装解除・動員解除・社会復帰（DDR）プログラムが武装集団などにより徴

兵又は利用された子どもの幸福に不可欠である点（決議1882第13段落）、子ど

もが情報収集目的で拘束されていることを懸念している点（決議2427第20段

落）など、広範囲にわたり子どもの保護に対する真摯な意見を述べていること

も併せて強調したい。

　第三の「子どもの拉致／誘拐」に関しては、決議1314第17段落及び2225第５

段落で言及している。決議1314 では、加盟国、国連機関、地域機関などに対

し、拉致された子どもの解放及び家族との再統合を奨励。そして決議2225 で

は、補足する形で、解放の際は即時、安全そして無条件を徹底し、引き渡しに

関する作業手順や解放後の社会復帰支援についても言及することで、より具体

的な方策を打ち出している。また、決議2225前文では、本侵害行為が学校を含

む様々な環境で発生し、虐待や他の国際法に対する違反行為に先行又は後続す

ることを認識している。

　第四の「子どもに対する強姦やその他の重大な性的暴力」に関しては、4 つ

の決議（決議1261、1379、2225、2427）中５段落分で述べられている。決議

1261第10段落及び1379第8段落では、紛争当事者に対し、女児への特別な保護

対応、また、女児特有のニーズへの考慮を求めているが、決議1379 では特に

強姦の問題を強調し、様々な形態の暴力と搾取に終止符を打つよう呼びかけて

いる。また、決議2225前文及び2427第18段落では、非国家武装集団による女児

を標的とした暴力などが教育及び医療のアクセスに影響を及ぼしているため、

そのような国際人道法の違反に対する説明責任の重要性を強調している。

　第五の「学校や病院への攻撃」に関しては、4 つの決議（決議1998、2143、

2225、2427）中8段落分で述べられている。決議1998前文で述べられた段落文

が決議2143第17段落及び2427第15段落でも継承され、紛争下での学校や病院、

関係する被保護者への攻撃や攻撃の脅威の結果、学校や病院が閉鎖しているこ

とに深い懸念を示し、紛争当事者に対し、子どもの教育や保健サービスへのア

クセスを阻害する行為を控えるよう求めている。なお、決議2143以降、学校の

軍事利用の監視及び報告の強化を要請している29）。その他、4 つの決議は共通
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して、事務総長に対し、学校や病院の軍事利用及び教師や医療従事者に対する

攻撃や誘拐の監視及び報告を要請しているが、決議2143前文では学校の軍事利

用の用途例の具体的な提示、決議2225第7段落では加盟国に対して武装集団な

どによる軍事利用抑止のための具体的な措置の要請、決議2427第16段落では学

校の文民的性質の尊重などを促進している30）。

　最後の「子どものための人道的アクセスの妨害／拒否」に関しては、6 つの

決議（決議1261、1314、1379、1460、1539、2427）中7段落分で述べられてい

る。決議1261 で述べられた段落文が決議1314、1379、1460、1539 でも継承さ

れ、紛争当事者に対し、紛争の影響を受けている子どもたちに人道支援要員及

び物資へのアクセスなどの保証を呼びかけている31）。その他、決議2427 では、

必要としている人々への人道的アクセスの円滑化につながる環境を促進する上

での安保理の役割を再確認し（前文）、紛争当事者に対し、子どもたちへの安

全かつタイムリー、そして妨害されない人道的アクセスを促進し、人道援助の

公平性を尊重することを求め、人道的アクセスの不法拒否や故意に救援物資を

妨げるなどして子どもたちの生存に不可欠なものを奪うことを強く非難してい

る（第13段落）32）。

第四章　考　察

　本章では、本稿各章のなかでも再確認しておきたい事項、また第三章に関す

る考察及び今後の課題を検討する。

　第一章では、国際の平和と安全の維持の責任をもつ安保理が採択する決議は

国連加盟国に対して拘束力をもつため、同加盟国に対し、特定の課題を警告す

る重要な役割を担う点、また、安保理が奨励する政策から今後の方向性を提言

している点を確認した。さらに、第二章では、CAAC に関する決議が採択さ

れるまでの背景を考察し、どのように子どもの保護が正式に安保理で取り扱わ

れるようになったのかを概説した。

　第三章では、これまで更新されてきた CAAC に関する全12 の決議中、子ど

もへの6 つの重大な権利侵害行為に議題を絞り、関連する提言文の用語の追加
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又は修正を分析することで、決議が更新されるたびに安保理が関心を示す項目

や勧告する対象者、対処措置への考えなどが徐々に明確化又は変化している

ことを明瞭にした。以下、具体的に4 つの考察事項即ちこれまでに採択された

CAAC に関する決議の焦点を明示したい。

　第一に、最初に採択された決議1261 で子どもへの重大な権利侵害が5つ提示

されているが、5年後に採択された決議1539 では「人道的アクセスの拒否」が

加えられ、またその5年後に採択された決議1882 では「再徴兵」という用語が

追加されていることから、安保理の関心や焦点の広がりを意識できる。

　第二に、「子ども兵士の採用や利用」に関する提言文などの変化を整理する

ことで、各国、国連システム、地域、加盟国など各決議で対象機関を変えて勧

告文を提示していること及び、「学校や病院への攻撃」に関しては、決議1998

で学校や病院の閉鎖を懸念し、各機関への攻撃を停止するよう求めているが、

決議2143 では子どもの教育や保健サービスへの阻害行為の自制に関心を移し

ていることから、それぞれ、より具体的に勧告する対象や保護する対象を落と

し込んでいることが理解できた。

　第三に、対処措置への考えに関して、「子ども兵士の採用と利用」の項目で

国境を越えた徴兵に対し、決議1314 ではそのような行動を抑制する措置をと

るよう地域組織に促しているが、決議1379 では「抑制」から「撤廃」に、決

議1539 では「撤廃」から「停止」に用語を変え、より強い勧告を行なってい

る。以上から、国境を越える徴兵の問題の深刻さが浮き彫りとなっていること

が予想されるとともに、安保理がその深刻さを鑑み、敏感に同事項に対して対

応していることが考えられる。

　最後に、第三章では「子ども兵士の採用と利用」に最も深い懸念が示され続

けていることが明らかとなった。なお、これまで採択された決議を整理したこ

とで、全6項目の子どもへの重大な権利侵害行為のなか、「学校や病院への攻

撃」が最後に懸念文などを表明している項目であること及び、同項目は近年

「子ども兵士の採用と利用」に並んで大きく注目されていることが明白となり、

教育と医療の確保に大きな関心が示され、その確保に緊急性を要していること

が意図される。また、近年採択されている CAAC に関する決議では全体的に
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教育の重要性を訴えていることも偶然ではないだろう。ただし、子どもの目線

で考えると、6 つの権利侵害行為のなかでも「学校や病院への攻撃」は紛争に

より家族を失った子どもや紛争が与える悲惨さを忘れたい子どもにとって、学

校や病院は紛争の被害から身を守り、安心を得ることのできる唯一の場所であ

るため、最も侵害を避けたい項目である。それにも関わらず、同項目は最も後

に訴えかけられ始めたことは反省すべき事項であり、今後の決議では当事者の

目線で最もニーズが高いと予想できることを迅速に発見し、世界に訴えるべき

ではないだろうか。

　特別代表事務所の今年の報告書によると、新型コロナウイルス感染症の拡大

が学校閉鎖や親の収入源の減少の要因となり、子どもたちの健康危機や武装集

団への採用の可能性を上げ、彼らはさらなる深刻な権利侵害の危機に立たされ

ている33）。何より深刻であるのは、このような権利侵害の監視員も感染症の影

響で自主隔離や在宅勤務を強いられるため、監視システムに滞りがあることで

ある34）。このような問題を乗り越えられるよう、今後は国連職員だけが人権侵

害の監視を行うのではではなく、現地のコミュニティメンバーから成る組織を

立ち上げ、研修者向け研修（Training of Trainers: TOT）などを通し地域組

織の能力構築を行うことでコミュニティメンバーによる監視を該当地域に定着

させられるような決議を採択する必要があるのではないだろうか。子どもの保

護への臨機応変な対応力が必須であるコロナ禍の今、現場のニーズに合った任

務を紛争当事者や関連組織に付与する使命を安保理決議は果たさなければなら

ない。

おわりに

　本稿では、これまでに採択された CAAC に関する12 の決議で取り扱われた

6 つの重大な権利侵害行為に関する内容を整理し、同議題に関する決議が焦点

を絞る内容を明らかにし、今後の課題などを考察した。

　約30年前に児童の権利に関する条約が制定されて以降、「子どもと紛争」と

いう議題は国際的に議論されてきた。これまでに蓄積された CAAC に関する
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決議は、関連組織の活動方針の考え方に影響を与えるものであり、国連平和維

持活動ミッションのマンデートに子どもの保護を組み込む又は考慮することが

一般化している35）。また、国連事務総長による CAAC に関する年次報告書に

は子ども兵士の採用や強姦などの子どもへの権利侵害行為を犯した武装集団の

リストを記載しているが、同リストで南スーダン人民防衛軍（SSPDF）の兵

士による違反行為を報告したことにより、今年6月に60名の SSPDF の兵士が

逮捕された36）。これらの結果は決議の採択を通じて世界に子どもの権利侵害を

警告し続ける安保理の成果の一つ一つであり、今後も各国へ啓発の役割を果た

し、子どもの権利保護に貢献していくだろう。ただし、世界情勢や現場での変

化を察し、重大な違反行為を根絶するためには、今後も「子どもと紛争」の議

題は議論され続けなければならない37）。
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